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Ⅳ．本教材の使い方

１．対象レベル

　本教材の目標は、常用漢字すべてのマスターにありますので、常用漢字未習得の学習者であれば
誰でも、本教材を使って学習を進めることができます。
　しかし、基本的な漢字さえも知らなければ、漢字の字形一つを覚えるのにも大変な労力がかかり
ます。短期間で 2,000 を超える漢字を習得するには、すでに持っている漢字知識を有効に活用し
ていくことが必要不可欠です。基本的漢字を身につけていれば、新しい漢字を基本漢字の組み合わ
せとして、あるいは類似した字形の漢字として、そして同一の音や類似した意味の漢字として、効
率的に学ぶことができるのです。
　この意味で、本教材を使って効果的に学習するためには、最低限、通常の初級コースで学ぶ漢字
約 300 ～ 500 字程度を習得していることが必要です。具体的に言えば、本教材の学習漢字のうち、
第１・第２水準（1-350）の学習漢字の大部分が理解できる程度の漢字力は必要となります。この
レベル以上の学習者であれば、本教材の本冊とワークブックを並行して使用して、効率よく体系的
に漢字と語彙を学べるでしょう。
　現在まだ初級段階で勉強している人は、本教材の本冊を使って、教科書で勉強した漢字の知識を
整理し、熟語等の語彙を増やすことができます。その場合、ワークブックはある程度漢字と語彙の
知識が増えた段階で使い始めればいいでしょう。

２．どこから学習を始めるか

　大まかに言うと、本教材の第１水準と第２水準は初級段階、第３水準は中級段階、第４・第５水
準は上級段階、第６・第７水準は超上級段階となります。学習者は自分の知識・能力や勉強のしか
たの好みによってどこから勉強を始めてもかまいませんが、本教材は、常用漢字すべてをマスター
するための教材として構成されていますので、第１水準の初めから順に最後まで勉強することを薦
めます。第１・第２水準では、学習漢字の大部分はすでに知っていることと思いますが、そこでも
初級の語彙にとどまらず、中・上級学習者に必要な語彙を積極的に提示してあります。そのため、
第１水準から学習することは、中・上級学習者にとっても、語彙の拡充に十分、役立つでしょう。

３．本教材を使った漢字と漢字語彙の学習

　本教材を十分に活用していただくために、ここでは本教材の特長を生かした基本的な学習方法に
ついて解説します。
　本教材は、これまで漢字学習をしてきて、すでにある程度の漢字を習得している学習者を対象と
し、このような学習者が常用漢字すべてを理解できるようになるための教材として作成されていま
す。この目的のため、以下の三つの段階に分け、それぞれ４つのステップを踏んで学習を続けるよ
うになっています。
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〈学習者はワークブックを使って、以下のような要領で勉強を進めてください。〉

第一段階：基本語の学習（常用漢字の読みの習得）

ステップ１　学習漢字の基本的知識の形成
　本冊で学習漢字の字形、基本語（赤字）の意味と読み、及びそれを構成している漢字を確実
に覚えてください。この知識が各学習漢字の知識の基本になります。
ステップ２　学習漢字の意味と用法の理解
　本冊で基本語以外の語例を勉強し、学習漢字の意味と用法を確認してください。なお、まず
基本語（赤字）だけに絞って学習を進める場合は、覚える必要はありません。
ステップ３　語例の使い方と関連語の学習
　学習した漢字の語例の使い方や関連語をワークブックで勉強してください。基本語（赤字）
だけに絞って学習をする場合は、ワークブックの項目番号が黒丸で表示されているものだけを
してください。太字で示されている語が基本語ですので、その意味と読みと使い方を確実に覚
えてください。万が一分からない場合は、もう一度本冊に戻って勉強してください。
ステップ４　習得の確認
　基本語について、確実に習得しているかを確認してください。日本語の先生や友達に簡単な
クイズを作ってもらう、フラッシュカードを作る等もいい練習になります。また、ワークブッ
クに出ている文を自分で作れるかを試してみるのも役立ちます。

　以上、ステップ１～４の仕方で学習を続け、基本の学習を第 156 回まで修了します。基本
語はおよそ 3,700 語あります。これらすべてをマスターすることで、新聞や雑誌など、日常
目にする日本語の読み物に現れる漢字のほとんどについて、その意味や読みが推測できるよう
になるでしょう。

第三段階：　や　 　の語の学習（常用漢字の読みすべての習得と語彙の拡充）
　最後に、残った や 歴  特の語について、また第１回に戻って学習していきます。これらの
語は、一般的には重要性が低い語と考えられる語で、ワークブックでも扱われていません（
の語については、一部ワークブックでも扱っています）。本冊で確認をし、必要に応じて学習
を進めればいいでしょう。ただし、常用漢字の読みを 100% すべて完璧にできるようにした
い場合は、これらの語も含め、すべて読めるようにすることが必要となります。

歴 特

第二段階：無印語の学習（常用漢字の読みの復習と語彙の拡充）
　第二段階では、習得した常用漢字すべてについて、語彙を増強していきます。第１回に戻
り、基本語の復習と共に、 や 歴  特以外の語（無印の語）について、基本語についてと同様
の仕方で学習をしていきます。基本語学習ですでにすべての常用漢字は既習になっていますの
で、未習漢字を含む語例（＊を含むもの）についても学習をしてください。なお、無印の語に
ついては、そのすべてがワークブックで扱われているわけではなく、重要な語、使い方が難し
い語に絞っていますので注意してください。基本語の学習時よりも覚えるべき語数は多くなり
ますが、基本語の学習で常用漢字の字形や読みをすでに習得しているので、基本語の学習時よ
りも学習は速く進むでしょう。この方法で第 156 回まで修了します。
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Ⅲ．ワークブックの概要

１．ワークブックの主な内容

　ワークブックでは、毎回、本冊に示された学習漢字を順番に 10 ～ 15 字ずつ（第１・第２水準
では約 10 ～ 30 字ずつ）取り上げ、語例の使い方に習熟し、漢字語彙を拡充するために役に立つ
と思われる学習材料を様々な形で提示しています。各回は大きく３つのセクションから成り立って
います。各セクションの内容は以下の通りです。

　Ⅰ．学習漢字の語例を含む複合熟語、慣用的な表現、文の構成など
　Ⅱ．学習漢字の語例の関連及び関連語、表現の対比など
　Ⅲ．学習漢字の語例を使った実際的な例文

　では、それぞれについて例をあげながら説明します。例の中の下線は本冊で提示された語例であ
ることを示しています。

Ⅰ．学習漢字の語例を含む複合熟語、慣用的な表現、文の構成など
　このセクションでは、提示されている表現を勉強し、語の基本的な使い方を学習します。

　１）学習漢字の語例を含む複合熟語
　　　　例）和平交渉　　団体旅行　　支持率　　技術移転

　２）漢字の語例を含む広い意味での慣用的な表現
　　　　例）平和を守る　　公平な態度　　家具付きの家　　質問に対する答え

　１）学習漢字の語例の関連及び関連語
　　　　例）戦争　　平和

　　　　　　管理職　　平社員

　　　　　　足し算　　引き算　　掛け算　　割り算

　　　　　　電車 / バス の切符　　映画 / コンサート のチケット

　２）表現の対比
　　　　例）収入　←→　支出　（←→は、反意語であることを示す）
　　　　　　意見 / 提案 に反対する　←→　意見 / 提案 に賛成する

　　　　　　ビールを冷やす　―　ビールが冷える（―は、自動詞／他動詞関係であることを示す）

　３）学習漢字の語例を使った文の構成
　　　　例）男も女も同等の扱いをする　　議論が平行線をたどる

　　　　　　上体を大きく後ろに反らす　　手紙を封筒に入れて送る

Ⅱ．学習漢字の語例の関連及び関連語、表現の対比など
　このセクションでは、提示されている表現を勉強し、他の語彙との意味の関連を学習します。
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Ⅲ．学習漢字の語例を使った実際的な例文
　このセクションでは、例文をよく読んで、下線で示した語の文中での使い方を学習します。
　例文は、成人学習者が興味を持って学習を進めることができ、かつ、学習漢字の語例の用法を学
習するのに最も適当と思われるものを提示しました。下線の語の読み方は別冊にまとめて示してあ
ります。

２．ワークブックで扱う語例

　ワークブックでは、本冊で提示された語彙のうち、すべての赤字の語（基本語）と、無印の語、
および の語を扱っています（→「II-６．凡例」を参照）。また、基本語は太字で示し、基本語を
含む文は、その項目番号を黒丸としています。基本語だけを先に学習する時は、ワークブックの黒
丸の項目を選んで行ってください。
　なお、未習漢字を含む語（＊印のついている語）については、原則としてワークブックの下線語
としては取り上げていません。ただし、わずかですが、基本的な読みを含むという理由で、未習漢
字を含むにもかかわらず基本語となっている語があります。これらについては、基本語としてワー
クブックで学習します。
　 歴  特の語については、特殊で使用頻度が低いと思われるため、読みが重要だとして基本語にな
っているごく一部の例外を除き、ワークブックでは扱っていません。

３．ワークブックと学習水準

　ワークブックの Vol. 1 では、本冊の第１水準から第３水準まで（1-1200）の漢字の語彙が、ま
た Vol. 2 には第４水準から第７水準まで（1201-2136）の語彙が、それぞれ提示されています。
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Ⅰ．次の表現を勉強し、 　　　の言葉の意味と読み方を覚えなさい。

❶ 平和を守
まも

る	 ② 和平交
こう

渉
しょう

③ 議
ぎ

論
ろん

が平行線
せん

をたどる	 ④ 平気な顔

⑤ 公平な態
たい

度
ど

	 ❻ 平らな道

⑦ 人の和	 ❽ 男も女も同等の扱
あつか

いをする

❾ 男と女を同等に扱
あつか

う	 ⑩ 上等な酒

⑪ 作家の自筆の原
げん

稿
こう

	 ⓬ 簡単な問題

Ⅱ．次の表現を比較し、 　　　の言葉の意味と読み方を覚えなさい。

① 平日　　休日	 ❷ 管
かん

理
り

職
しょく

　　平社員

③ 和文英
えい

訳
やく

　　英文和訳	 ④ 第一
いち

次
じ

世界大
たい

戦
せん

　　第二次世界大戦

⑤ 足し算　　引き算　　掛
か

け算　　割
わ

り算

❻ 電車 / バス の切符　　映画 / コンサート のチケット

❼ 戦争　　平和

Ⅲ．　　　の言葉の読み方を書きなさい。

① 彼
かれ

は入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

に失
しっ

敗
ぱい

しても平気な顔をしているが、実
じつ

はとてもがっかりしている。

❷ すべての会社で男
だん

女
じょ

平等が実
じつ

現
げん

されるのにはまだまだ時間がかかるだろう。

③ 管
かん

理
り

職
しょく

の大切な仕事の一つは社
しゃ

員
いん

の間に和をつくることだ。

❹ この靴
くつ

の底
そこ

には、ショックを和らげる工
く

夫
ふう

がしてある。

平 和 等 第 筆 算 符 簡 単 戦 争
351 352 353 354 355 356 357 358 359 360 361

第　19　回
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第３水準

❺ 話し合いは和やかな雰
ふん

囲
い

気
き

の中、１時間半にわたり続けられた。

❻ この仕事の応
おう

募
ぼ

の条
じょう

件
けん

は「大学卒業またはそれと同等の学力があること」だ。

⑦ おやつはいつも兄弟で等分に分ける。

❽ いじめを見て何もしないのは、自分もいじめをしているのに等しい。

❾ ビジネスで成
せい

功
こう

するためには、まず第一にいい人
じん

材
ざい

を集めることだ。

⑩ 私の先生はアメリカの日本文学研究の第一人者だ。

⑪ 第三者から見るとそれほどでもない人でも、好きになった人には素
す

晴
ば

らしい人に見える。

⓬ 万年筆で書くと、筆で書いたように太い部分と細い部分を書き分けることができる。

⓭ 何回計算しても計算が合わない。

⑭ 以
い

前
ぜん

は暗算がよくできたが、電
でん

卓
たく

を使うようになって、暗算ができなくなってしまった。

⑮ 大
だい

統
とう

領
りょう

からの書簡が首
しゅ

相
しょう

に届
とど

いた。

⓰ 研究のために、専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

の単語を覚えることが必要だ。

⑰ 彼
かれ

は恋
こい

人
びと

じゃなくて、単なる友だちだ。

⓲ 戦争のない平和な世界をつくることは、世界中の人々の願
ねが

いだ。

⓳ 戦争している二つの国を休戦させることは難
むずか

しいが、和平を実
じつ

現
げん

することはもっと難しい。

⑳ 内戦で多くの人々が住む家を失
うしな

い、家族や友
とも

を失った。

㉑ 戦前と戦後では、日本の社会はいろいろな面
めん

で大きく変
へん

化
か

した。

� タイガースはジャイアンツと戦って敗
やぶ

れた。

� 言い争うのはやめて仲
なか

良
よ

くやろうと言うだけなら簡単だ。


